＜失踪宣告＞

１　概要
 　 不在者（従来の住所又は居所を去り，容易に戻る見込みのない者）につき，その生死が７年間明らかでないとき（普通失踪），又は戦争，船舶の沈没，震災などの死亡の原因となる危難に遭遇しその危難が去った後その生死が１年間明らかでないとき（危難失踪）は，家庭裁判所は，申立てにより，失踪宣告をすることができます。
　　失踪宣告とは，生死不明の者に対して，法律上死亡したものとみなす効果を生じさせる制度です。
２　申立人（申立てができる人）
利害関係人（不在者の配偶者，相続人にあたる者，財産管理人，受遺者など失踪宣告を求めるについての法律上の利害関係を有する者） 
３　申立先
　・不在者の従来の住所地の家庭裁判所に申し立てることになります。
	（不在者の従来の住所地）
	（申　立　先）

	東京２３区内，三宅村，御蔵島村，小笠原村
	東京家庭裁判所（本庁）

	[bookmark: _GoBack]八丈町，青ヶ島村
	東京家庭裁判所八丈島出張所

	大島町，利島村，新島村，神津島村
	東京家庭裁判所伊豆大島出張所

	上記以外の市町村（多摩地区）
	東京家庭裁判所立川支部


　・不在者の従来の住所地が東京都内の場合の申立先は，次のとおりです。
　　不在者の従来の住所地が東京都以外の場合の管轄については，裁判所ウェブサイトの裁判所の管轄区域をご覧ください。
４　申立てに必要な費用
  ・収入印紙・・800円 
  ・連絡用の郵便切手・・500円×2枚，100円×5枚，84円×20枚，10円×5枚
　　　　　　　　　　　　5円×5枚，2円×5枚，1円×5枚  （合計3,270円分）　
　 （後日，官報公告料が必要になります。具体的な金額は，申立てをしていただいた後に担当者からお知らせさせていただきます。） 
５　申立てに必要な書類
  ・申立書１通・・【申立書】・【申立書記載例】を参照 
  ・申立人の戸籍謄本１通（全部事項証明書）（申立人が本人と親族関係にない場合には
不要）
  ・申立人の利害関係を証する資料（申立人が債権者等の場合には，契約関係が存
在することの資料など，申立人が親族関係の場合には，戸籍謄本で足りる。）
　・不在者の戸籍謄本（全部事項証明書），戸籍の附票各１通
　・不在の事実を証する資料（警察署長の発行する家出人届出受理証明書など）
　※ 戸籍謄本（全部事項証明書）及び戸籍の附票は，本籍地を管轄する市区町村役場で３か月以内に発行されたものを提出してください。
　※ 事案によっては，除籍謄本，改製原戸籍謄本などを提出していただく場合がありま
　　 す。

注　家事事件手続（調停，審判，調査等）においては，録音・録画・撮影は禁止されています。

